
地域情報トータルソリューションによる新たな価値の創造

生涯学習における情報技術の活用事例
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情報技術を利用した生涯

学習の利用イメージ

地域のネットワークを通し

て,生涯学習に必要な図書検

索やコミュニティ情幸臥 大学

の公開講座の映像などを,い

つでもどこでも視聴すること

が可能になる｡

21世紀に豊かで活力ある社会を築いていくためには,人々が,何歳になっても自由に学ぶことができ.その成果が適切に評

価されるような｢生涯学習社会の構築+を目指していくことが重要である｡ここで重要なのは,国が推進しているミレニアムプ

ロジ工クト｢教育の情報化+や,これに続く｢e-+apan重点計画+である｡

生涯学習の情報化を推進することで,従来の集合学習や通信学習では実現できなかった双方向での遠隔地間の連携や,いつ

でもどこでも自分が学びたい内容を学習したいというニーズに対応するソリューションの提供が可能となる｡

そのためには,地域で自由に使える情報ネットワークの構築と,図書館や博物館など地域の生涯学習施設を情報化する基盤

の整備が必要となる｡また,学習内容の電子化･マルチメディア化など,ソフトウエア面にも取り組んでいかなければならな

い｡日立製作所は,これらの両面から,生涯学習の情幸馴ヒに取り組んでいる｡

はじめに

生涯学習という考え方は,1965年,パリにあるユネス

コ(国連教育科学文化機関)の国際成人教育推進委員会

で,ユネスコ成人教育部のポール･ラングラン部長が,

｢社会変化の速いこれからの時代,教育は,人間の可能

性を伸長するという其の自己表現のために,一牛涯を通

して行う活動でなければならない｡+と発言したことが基

になっている｡

生涯にわたる学習活動を,個人が自由に,また主体的

に行うためには,地域社会のサポートが不可欠であり,

公民館や図書館など生涯学習施設の整備が必要となって

くる｡)

一方,わが国政府の｢e-Japan構想+で推進されている

ように,公共施設の情報化など,地域の情報基盤整備が

急速に進展しており,この情報基盤を効果的に活用した

生涯学習が課題となっている｡

ここでは,牛涯学習のための情報化に対応して日立製

作所が提案するソリューション,および総務省や文部科

学省でのプロジェクト事例を基に,システム構築とコン

テンツ制作の二つの側面からの,生涯学習への口立製作

所の取り組みについて述べる｡
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生涯学習を取り巻く環境

2.1生涯学習とは

生涯学習とは,従来の集合型学校数育や,社会教育の

中で,｢暮らしをもっとよくしたい+,｢仕事の能力を

もっと高めたい+,｢毎日をもっと楽しく過ごしたい+,

｢社会にもっと貢献したい+といった気持を大切にして,

人に聞いたり,本を読んだり,公民館や学校で自発的に

学習するものである｡

これまでの集合型学校教育は,知識取得を目的とし

た,教える側からの一方的な受け身教育であった｡しか

し,変化の激しい今の時代を生きるためには,この｢さ

らに学びたい+という気持を自然に意識させるための環

境整備が必要になってきた｡

2.2 行政の動き

上述したような背景を受けて,生涯学習の環境整備と

いう観点から,文部科学省は,地域が生涯学習に取り組

むための以下のガイドラインを示している｡

(1)奉仕活動･体験活動の必要性

現在のわが国の地域社会では,青少年の健全育成,医

療･福祉,地域の活性化など,さまざまな問題が生じて

いる｡このような中で,地域社会では,利益追求を目的

としない,社会問題の解決に貢献するための活動(奉仕

活動)が高く評価されるようになっており,この奉仕活

動を支援するためには,社会的仕組みのあり方や社会的

気運を醸成していく必要がある｡

(2)情報技術の整備

情報技術を活用することで従来の集合教育では実現で

きなかった双方向コミュニケーションなどが可能となる

ため,情報技術の必要性が｢e-Japan構想+などで提言さ

れている｡

情報技術を活用した生涯学習

3.1具体的な効果

情報技術が生涯学習にもたらす具体的な効果は以下の

ようなものである｡

(1)インターネットや携帯端末を活用することにより,

移動しながら,あるいは別のことをしながら,いつでも

どこでも学習することが可能になる｡

(2)通信回線の高度化により,情報自体に音声や動画を

含んだ配信が可能になる(コンテンツのマルチメディア化)｡

(3)従来型の情報を一方通行で受けるだけでなく,意見

や質問を,場合によってはリアルタイムで返信するよう
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図1生涯学習における情報技術の活用例

生涯学習センターを中心として,各世代が相互に連携すること

ができる｡

な双方向性の学習形式が可能になる｡

3.2 生涯学習における情報技術の活用

情報技術を生涯学習にどのように利用できるかについ

て,小･中学生,青少年,勤労者,および高齢者の四つ

の世代に分けて以下に述べる｡

(1)小･中学生のケース

小･中学生は,総合学習の時間で図書検索システムを

利用して地域の歴史･文化の検索や,小学生用のインタ

フェースを持ったパソコン教育システムを利用し,自主

的にネットワークから情報を検索する方法を身に付ける

ことができる｡

(2)青少年(高校生,大学生)のケース

青少年は,みずからの情報リテラシー(利用能力)向上

のため,双方向遠隔教育システムを利用し,遠隔地で行

われている大学の講義を受講することができる｡

(3)勤労者のケース

勤労者は,地域ポータルを利用し,日常業務の中でみ

ずからの技能向上のために,WBTシステムを活用するこ

ともできる｡

(4)高齢者のケース

高齢者は,WBTシステムを利用したパソコン学習や,

双方向遠隔教育システムを利用した公共施設で提供され

るカルチャースクールの受講などに活用することができる｡

さらに,生涯学習には奉仕活動が有効であり,情報技

術を活用することで,勤労者による地域産業の紹介や質

疑対応などを円滑に行うことができる(図1参照)｡
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日立製作所の生涯学習のためのソリューション

日立製作所は,生涯学習の情報化に対応して,｢シス

テム構築ソリューション+,コンテンツの提供や作成支

援などの｢コンテンツソリューション+,学習ポータルサ

イト構築支援などの｢ポータルサービスソリューション+,

およびシステム運営･維持までのトータルソリューショ

ンを提供している(図2参照)｡

4▲1システム構築ソリューション

(1)WBTソリューション"HIPLUSonWeb''

インターネット･イントラネットを利用した教育シス

テムである｡学習者には,主体的にスキルを高める学習

環境を提供するとともに,管理者には,効果的な学習者

管理機能により,本来の業務である指導や教育内容検討

に集中させることができる｡

(2)映像配信システム"VideonetⅣ”

国際標準であるMPEG-4による映像配信が吋能となる｡

(3)TV会議システム

IP(InternetProtocol)ネットワークやISDN回線を利用

し,遠隔地の映像と音声を双方向で伝達することで,同

時に多地点での交流授業などが可能になる｡

(4)図書検索システム"LOOKS21''

LOOKS21が稼動している公共図書館と接続すること

により,遠隔地から公共図書館の所蔵検索を行うことが

できる｡

4.2 コンテンツソリューション

(1)パソコン教育ソリューション｢フロムキッズIT+

ストーリーに登場するキャラクダーたちといっしょに,

読み書きを覚えるように,パソコンを学ぶことができる,

インターネット

コンテンツソリューション

パソコン教育
(フロムキッズIT)

鼠鼠鼠
コンテンツ作成支援
(コンテンツ自動蓄積
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ポータルサービスソリューション

地域ポータルサーバ

(ClassdeNet)

WBTサーバ

(HIPLUS
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生涯学習施設

映像配信
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(VideonetlV)
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パソコン教材マルチメディアカリキュラムである｡

(2)コンテンツ作成支援｢コンテンツ日動蓄積アプリ

ケーション+

慶應義塾大学との共同開発で作成したコンテンツ自動

生成ソフトウェアを利用することで,オンデマンド用コ

ンテンツを容易に作成することができる｡

4.3 学習ポータルサービスソリューション"ClassdeNet''

地域の教育コミュニケーションの場をアプリケーション

サービスプロバイダーとして提供するサービスソリュー

ションである｡総合学習に必要な教材や,新学習指導要

領での指導案について,各学校で蓄積した共通のものを

交換することができるようになる｡

口立製作所が実際に扱った事例として,総務省の地域

イントラネット基盤整備事業と,文部科学省などのプロジェ

クトに納入したコンテンツ作成事例について次に述べる｡

福岡県田川市の事例

5.1福岡県田川市の事例

田川市は,豊かな自然に抱かれ,明治末期から石炭を

産出し,わが国の石炭産業の中心地として栄えた町であ

る｡しかし,昭和30年代半ばからの石炭産業の衰退によ

り,町も暗いイメージに包まれた｡同市は,そのイメー

ジを新世紀の始まりとともに一掃し,新しいふるさと田

川を創造していくために,情報化を地域振興の柱として

位置づけ,積極的に取り組むこととした｡

このため,田川市IT推進本部を設置し,田川市情報化

基本計画を策定するとともに,その計画を実現する第一

歩として,｢たがわ情報センター+(情報拠点施設)を建設

し,田川地域イントラネット｢オルネットたがわ+を構築

大学

システム構築ソリューション

映像受信 映像配信サーバ 図書検索サーバ

WBT端末(VldeonetlV)(し00KS21)

[コ

国

図書館

ルータ

映像受信 図書検索サーバ

WBT端末 (LOOKS21)
陵

家庭

モデム

｢遠隔公開講座+

｢図書検索+

注:略語説明

WWW(WorldWideWeb)

図2 日立製作所の生涯

学習用ソリューションの

概要

日立製作所の製品を活用

して公開講座の配信や地域

コラボレーションなどが実

現できる｡
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学校

｢オルネットたがわっこ+

･学校情報映像配信

･｢たがわ映像ライブラリー+

家庭

たがわ情報センター

オルネットたがわ

図書館･公共施設

田川市役所

･地域情報ポータルサイト
｢たがわデジタルマイニング+

･行政情報発信

】地域住民への情報提供発信手段-

･言重合場のインターネットリアルタイム配信

･施設予約

･図書蔵書検索システム

図3｢オルネットたがわ+の概要
地域イントラネットを基盤とした住民サービスを提供する｡

した(図3参照)｡

5.2.｢オルネットたがわ+の目的と整備事業

｢オルネソトたがわ+の整備事業では,情報通信基盤の

ブロードバンド環境を利用し,｢たがわ情報センター+を

中心とした地域情報ポータルサイトを構築し,行政情報

の公開,公共施設予約,図書館の蔵書検索など,市民

サービスの充実を図った｡｢オルネットたがわ+の中で,

生涯学習の一環である学校コミュニケーションシステム

｢オルネットたがわっこ+は,学校間や地域とのコミュニ

ケーション,映像教材などの配信システム構築,教育現

場でのマルチメディアコンテンツ活用による教育の効率

化･学習効果の向上などを目的とし,動画を中心とした

ブロードバンドに対応した情報通信システムである｡

5.3｢オルネットたがわっこ+の特徴

(1)｢TV会議システム+

学校間のコミュニケーション向上を図るためのテレビ

会議システムを導入し,市内153全教室をLANで結んだ

マルチキャスト(同時多地点配送)を実現した(図4参照)｡

(2)普通教室のマルチメディア化

教育の効率化と学習効果を高めるため,液晶プロジュ

クタやマルチメディア･インターネットの教材を普通教

室で利用できるようにした｡普通教室での授業では,マ

ルチメディア教材として映像教材を蓄積する｡｢たがわ

映像ライブラリー+では,ディジタル圧縮した映像音声

情報をサーバに格納し,ネットワークに接続した視聴端

末の要求に応じて映像をストリーミング配送するVOD

(VideoonDemand)方式としている｡さらに,マルチキャ

ストでのリアルタイム放送も可能とした｡映像フォー

マットは国際標準であるMPEG-4をサポートし,

MPEG-4の高い情報圧縮率により,ISDNなどのネット

24
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図4｢TV会議システム+の画面例
学校間のコミュニケーションツールとして利用されている｡

ワークでも伝送が可能である｡

(3)インターネット映像配信

学校と家庭･地域との交流を深めるため,学校行事な

どの状況をインターネットまたはブラウザホンや携帯端

末(PDA)に映像配信できる環境を整備した(図5参照)｡

ネットワークカメラの画像を種々のメーカーの携帯電話

に表示するため,各メーカーの画像フォーマットに自動

変換する(iモード:GIF,Ezweb:BMP,J-スカイ:

PNGの画像形式に自動変換)｡携帯電話に表示した画像

は指定部分(9分割)の拡大表示ができ,携帯電話から,カ

メラのパン･チルトズームを制御できる｡また,蓄積した

画像を3こまのアニメーションで表示することができる｡

(4)手話アニメーション

マルチメディア教材の一つとして,手話アニメーショ

ンソフトウェアを活用し,子どもたちが手話を理解でき

る環境を提供する｡三次元コンピュータグラフィックス

を使い,パソコンで手話アニメーションを作成,編集す

品
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図5 学校映像配信システムの画面例

学校行事のライブ映像配信などに利用されている｡
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ることができる｡日本語を入力すると,登録されている

約6,000語の手話辞書から,手話を表現したアニメーショ

ンが作成される｡単語の変更や並び替えも簡単にでき,

身ぶり,表情,口の形などの細かい修正ができるので,

生き生きとした手話の表現が可能となる｡

この機能を利用することにより,方言や新しい手話表

現をユーザー辞書として登録することができる｡

5.4｢オルネットたがわっこ+の効果

上述の(1)から(4)の機能を持たせたことにより,高校

教師や大学教授と地元の人々との双方向での対話学習が

可能となったほか,子どもたちにも積極的に地域に参加

する意識を持たせることができた｡また,普通教室での

授業では,マルチメディア教材として,｢たがわ映像ラ

イブラリー+で蓄積した映像教材を活用することで,み

ずから積極的に調べる学習を実現し,これまでよりも格

段にわかりやすい授業が実現できた｡

_L述のように,｢オルネットたがわ+では,｢たがわ情報
化センター+を中心に,高速ネットワークのメリットを生

かしたブロードバンドと,ブラウザホンなどのさまざま

な通信サービスを活用することにより,子どもから高齢

者はもちろんのこと,障害を持つ人々にも,｢いつでも+,

｢どこでも+,温かくて身近な役に立てる情報を提供し,

地域の活性化を図る｡

茨城県潮来市の事例

6.1茨城県潮来市の事例

茨城県潮来市は,東部は北浦に面し,西部は霞ケ浦と

常陸利根川,南部は外浪逆浦と,水辺に囲まれた自然豊

かな水郷地帯で,5月下旬から6月中旬には,約500種類･

100万株のあやめが咲き誇り,人々の目を楽しませている｡

潮来市は,2000年4月に牛堀町と潮来町が合併して市

になった新興地域であり,合併による迅速な一体化を推

進し,地域の発展と住民福祉の向上を図るためのさまざ

まな施策を展開している｡教育関連では,｢学校教育の

充実+や｢生涯学習の推進+を掲げている｡

以下に述べる｢アヤメプロジェクト+の事例は,平成12

年度に当時の潮来町教育委員会が,文部科学省生涯学習

政策局所管の｢学習資源デジタル化･ネットワーク化推

進事業+の企画募集に応募し,全国17か所の中の-一一つと

して裁定を受けた事業である｡

なお,事業名称は潮来市の花である｢あやめ+にちなみ,

｢アヤメプロジェクト+と呼称し,平成12年度から13年度

の2か年で事業を推進することになったものである｡

6.2｢アヤメプロジェクト+の目的と内容

この事菜は,総理大臣直属のバーチャルエージェンシー

｢教育の情報化プロジェクト+の報告を踏まえ,平成11年

12月に決定されたミレニアムプロジェクト｢教育の情報

化+の▼一環として実施されたもので,コンピュータなどを

利用して行う,各教科の授業で使える学校教育用コンテ

ンツを開発することを目的とした｡

制作するコンテンツは,以下の事項に基づいて展開した｡

(1)産･官･学の連携により,すでに存在している学習

資源を活用し,学識経験者などから成る｢コンソーシア

ム+(協議会)で研究一問発を進める｡

(2)｢コンソーシアム+における研究･開発の実施にあたっ

ては,まず利用者となる学校の教員のニーズを把握した

うえで,これに対応したコンテンツを開発する｡

(3)これらにより,学校のニーズに対応した学習資源の

ディジタルアーカイブ化と活用の促進について,全国に

普及すべきシステム･手法の開発を行う｡なお,アヤメ

プロジェクトでは,対象教科は中学校理科とし,その中

でも生徒の多くが理解,習得につまずく｢天体の日周運

動+を含む｢地球と太陽系+をコンテンツ制作範囲とした

(図6,7参照)｡

6.3 コンテンツの特徴

｢アヤメプロジェクト+で制作するコンテンツの特徴は,

その使用方法にある｡

現在市販されているコンテンツは,必ずしも教科書の

日次･内容に沿ったものではなく,教科書との対応関係

が明解ではないものが多い｡また,操作が複雑なため,

授業の準備に負担がかかる場合もある｡

そのため,今回制作するコンテンツは,教師が自分の

講義シナリオに社Lみ込んで使用することを前提とし,教

師主体の授業が行えるものを目指した｡また,コンテン

図6｢アヤメプロジェクト+が制作したコンテンツ例(1)
表紙のコンピュータグラフィックス画面の例を示す｡
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図7｢アヤメプロジェクト+が制作したコンテンツ例(2)

コンピュータグラフィックスによる夏の南中高度のアニメー

ションの例を示す｡

ツの表示時間も短めにし,生徒の理解度を意識しながら

繰り返し説明が行えるように留意した｡

潮来市では,平成11年虔と12年度の文部科学省のネッ

トワーク構築事業｢マルチメディア活用学校間連携推進

事業+と｢次世代ITを活用した未来型教育研究開発事業+

の指定地城に選定されており,今回制作されるコンテン

ツを,将来,全国の学校へ配信することも考慮している｡

日立製作所は,コンテンツ制作にあたり,以下の内容

を担当した｡

(1)シナリオ･演出制作のサポート

教師の方々の構想を技術的な観点からサポートし,絵

コンテや,ナレーション原稿などの作成を行った｡

(2)コンテンツ制作

シナリオに基づいて,CG(ComputerGraphics)を使っ

た動画映像と,ナレーションの制作や映像素材などの演

出･オーサリングなどの全般の作業を行った｡

また,｢ウェブ+形式を採用したことによる,映像･CG

動画･ナレーションなどの再生データの軽量化と,操作

性の向_Lを目指した｡

制作するコンテンツの特徴は以下のとおりである｡

(1)市販されているコンテンツの類似品ではなく,教師

みずからが独自のものを制作する(シナリオ･演出など)｡

(2)教科書に準拠した構成とする｡

(3)教師が扱いやすく,授業の中で容易に活用できる｡

(4)生徒の印象に残る画面づくりにする(映像やCG,ア

ニメーションの採用など)｡

(5)ウェブ上で全国の教師が利用できるようにする｡

6.4 コンテンツ制作の成果

｢アヤメプロジェクト+では,制作したコンテンツを実

際の授業に活用し,授業後にアンケートをとった結果,

26

｢理解しやすい+などの意見が多数を占めたことを確認し

ている｡

おわりに

ここでは,実際のフィールドで活用されている事例を

基に,生涯学習の必要性と情報技術の活用方法について

述べた｡

今後も口立製作所は,生涯学習を実現するために必要

なインフラストラクチャー整備からコンテンツ作成支援

まで,継続して生涯学習に対するトータルソリューショ

ンを提案していく考えである｡
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